
アリューシァンの成層圏高気圧による日本の季節変化について

されないので，むしろ対流圏の突然の大きな鉛直方向

の循環に原因があるように思われる．
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第19図　1956～1960年10，11月の広島の半旬平均

　　　気温偏差．Fは稚内の500mb高度下降の
　　　期間に対応．数字はこのときの最大風速．
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【新書紹介】　　日本高潮史料
　　　　　荒川秀俊，石田蕨一，伊藤忠士編

　　　B5版288頁吉川弘文館発行定価900円
　有史以来の文献に見られる台風の記録をまとめたもの

である．この本の目的は，著者の言葉ををかりればもち

ろん，この異常な現象を克服するには，わが国が国策と

してこの対策に本腰を入れ，科学・技術の粋を結集し，

莫大な国費を投下して始めてなし得るところであろう．

しかしながら，私は古来，高潮がいかにおこったかとい

1962年2月

う過去の貴く，にがい経験を十分に生かすことなくして

は，高潮対策は全しと言えないと思う．それで，私は微

力を振って，日本における有史以来・幕末までの高潮史

料を蒐集・刊行することとした．
　引用書は実に390冊の多数に及んでおり，この本に蒐

集された高潮の記録は，188件．各件毎に，その記録が

記入されている．それらを読むだけでも興味深いもので
あるが，より大切なことは，これらが今後の研究の重要

資料となることであろう．
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